
 
  

新年度より、自治会の組織に『寺田縄防災会』を新設します。   

活動へのご理解とご協力をお願いいたします。 
 
 
防災・減災活動をより強化するためには、寺田縄に住まう方々が、防災・減災活動に取り組む一員とな

って活動することが何よりも大切です。皆さんの防災・減災活動への関わりを強める事で、「寺田縄の防

災力」を向上させ、寺田縄地域が「安全・安心なまち」となるよう活動を続けてまいります。 
 

「皆さんが寺田縄地域を守り、寺田縄地域が皆さんを守る」  
 
 
● 防災・減災 『プロモート会員』 
 
『寺田縄防災会』が組織として活動するには、防災・減災活動の「推進役」が必要です。寺田縄地域で必

要とされる防災・減災のための活動を「考え・実行・検証」する推進役です。その人たちを『プロモート会員』

と名付け、これまで防災活動を担当してきた自治会の役員に代わって、防災・減災活動の主たる役割を

担っていただきます。 
 
 
● 防災・減災 『自治会会員』 
 
『寺田縄防災会』の活動は、『プロモート会員』のもとに、自治会の班・組を単位・ブロックとして活動して

いただきます。例えば、住まっている班・組の中には、街頭消火器が設置されています。どこにあるかご

存知でしょうか？ 雨のシーズンになると、水はけの悪い下水道、道路の冠水などが起こる所がありま

す。 そして、ご近所には、いざというとき、避難に支障のある人がおいでになりませんか。  

その年の班長・組長の方々を、『自治会会員』と名付け、身近な防災・減災活動をはじめ、防災会の計画

する活動に協力をお願いいたします。 一般の自治会員の皆さんにも、お力をいただくこともあります。 
 
 

● 「寺田縄の防災力」をアップさせるために 
 
寺田縄防災力の向上には「プロモート会員」、「自治会会員」と「一般の自治会員」の方々との活動を一

体化させることが必要と考えます。 

また、日々の暮らしの様々な場面で、お互いに挨拶を交わし、声を掛け合うなどの人間関係をより一層

意識し実行することが、寺田縄地域の防災・減災の向上につながることになると思います。 

 
 
 
 
「プロモート会員」の役割は、寺田縄地域の防災・減災活動を立案し、実行することに加え、「自治会会

員」との、連携・パイプ役として活動していただきます。 

 活動内容は、防災・減災意識の啓発、防災ニュースの発行、防災訓練、防災備品の管理等々があります。

具体的な活動は、定例の防災会議で決定し「自治会会員」の協力を得ながら、実行に移します。 

 防災・減災を実行するには、「女性の視点」は不可欠です。是非、女性のご参加をお願いいたします。 

 このような活動を通して、寺田縄地域の防災・減災を確実なものにする担い手を募集します。   

◆ 参加の希望 ： 自治会の現役役員 ・ 旧役員山本、佐藤、 片山宛に ご連絡ください。 

◆ 又、担当者が個別に参加依頼の声掛けも致します。 ご協力ください。 
 
 

＜寺田縄自治会長 杉山 元、 防災会 片山興大＞ 
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